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２
０
０
４
年
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か

ら
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
が
正
式
種
目
と
し
て

加
わ
り
、
金
メ
ダ
ル
２
個
を
は
じ
め
４
階

級
す
べ
て
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
ま
た
、
昨

年
の
世
界
選
手
権
（
中
国
・
広
州
）
で
は
、

金
メ
ダ
ル
５
個
を
は
じ
め
７
階
級
す
べ
て

で
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
な
ど
、
活
躍
目
覚

し
い
全
日
本
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
で
す
。

５
月
20
日
a
か
ら
６
日
間
に
わ
た
っ
て

行
わ
れ
た
桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
で
の
第

２
次
全
日
本
強
化
合
宿
に
は
、
浜
口
京
子

さ
ん
や
吉
田
沙
保
里
さ
ん
な
ど
強
化
指
定

選
手
23
人
が
参
加
。
地
形
の
起
伏
を
生
か

し
た
走
り
こ
み
や
ス
パ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の

ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
、
９
月

に
行
わ
れ
る
世
界
選
手
権
（
ア
ゼ
ル
バ
イ

ジ
ャ
ン
）
に
備
え
ま
し
た
。

５
月
に
行
わ
れ
た
ア
ジ
ア
選
手
権
（
キ

ル
ギ
ス
タ
ン
）
の
優
勝
で
、
精
神
的
に
も

技
術
的
に
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
今
、
自

分
を
追
い
込
む
中
で
、
全
力
で
練
習
に
打

ち
込
め
ま
す
。
こ
の
桜
花
道
場
に
は
14
年

ほ
ど
前
か
ら
来
て
い
て
、
い
つ
も
初
心
に

帰
れ
る
場
所
で
す
。
練
習
が
終
わ
っ
て
も

マ
ッ
ト
が
目
の
前
に
あ
る
し
、
レ
ス
リ
ン

グ
漬
け
の
合
宿
の
中
で
自
分
を
奮
い
立
た

せ
ら
れ
る
精
神
修
練
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
練
習
を
積
ん
で
き
た
自
分
を
信
じ
、

そ
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
世
界
一
を

目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

合
宿
期
間
中
、
選
手
た
ち
の
食
事
の
支

度
を
ま
か
な
う
林
幸
子
さ
ん
（
川
治
中

町
・
56
歳
）
は
、
選
手
た
ち
の
十
日
町
の

お
母
さ
ん
。
冬
も
地
域
の
人
た
ち
や
家
族

と
と
も
に
管
理
を
行
い
な
が
ら
、
道
場
を

守
り
続
け
て
い
ま
す
。

◆
林
さ
ん

練
習
を
見
て
い
る
と
ス
タ
ミ

ナ
の
大
切
さ
が
分
か
り
ま
す
。
食
欲
旺
盛

な
選
手
た
ち
を
支
え
る
の
は
や
っ
ぱ
り
食

事
で
す
ね
。
練
習
の
合
間
に
台
所
に
来
て

つ
ま
み
食
い
す
る
と
こ
な
ん
か
、
本
当
に

か
わ
い
い
で
す
よ
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見

ら
れ
な
い
彼
女
た
ち
に
接
す
る
こ
と
が
で

き
る
ん
で
す
か
ら
、
私
は
幸
せ
な
の
か
も
。

自
分
の
子
ど
も
み
た
い
な
も
の
で
す
か

ら
。
厳
し
い
練
習
な
の
で
、
け
が
を
し
な

い
か
と
心
配
で
す
。
で
も
、
そ
の
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
か
ら
。
彼
女
た
ち
が

合
宿
に
来
る
と
、
集
落
の
中
も
に
ぎ
や
か

に
な
っ
て
楽
し
い
で
す
。

数
々
の
世
界
大
会
で
栄
冠
に
輝
き
、
脚
光
を
浴
び
る
全

日
本
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
。
今
年
の
世

界
選
手
権
や
来
年
開
催
さ
れ
る
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど

で
の
全
階
級
メ
ダ
ル
獲
得
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年

度
、
９
回
の
全
日
本
強
化
合
宿
が
行
わ
れ
る
中
、
塩
之
又
・

桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
（
桜
花
道
場
）
で
は
５
回
の
合
宿

が
予
定
さ
れ
て
い
て
、
ま
さ
に
世
界
を
目
指
す
選
手
た
ち

を
支
え
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

５
月
22
日
C
、
桜
花
道
場
で
の
公
開
練
習
が
行
わ
れ
、

地
元
市
民
や
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
約
20
社
の
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
が
訪
れ
、
そ
の
注
目
の
度
合
い
が
う
か
が
わ
れ
ま
し

た
。
合
宿
に
参
加
す
る
選
手
と
選
手
を
支
え
る
皆
さ
ん
に

う
か
が
い
ま
し
た
。

丸山秀二さん
（稲葉・65歳）

桜
花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場

昭
和
56
年
３
月
、
六
箇
小
学
校
塩
之
又

分
校
の
閉
校
後
、市
の
研
修
セ
ン
タ
ー「
塩

之
又
山
荘
」
と
し
て
活
用
。
平
成
２
年
８

月
、
日
本
大
学
O
B
会
で
あ
る
中
魚
・
十

日
町
桜
門
会
及
び
地
元
六
箇
地
区
振
興
会
、

塩
之
又
集
落
が
市
と
市
議
会
に
同
大
学
の

レ
ス
リ
ン
グ
部
合
宿
所
誘
致
を
請
願
。
平

成
３
年
３
月
施
設
改
築
を
開
始
し
、
５
月

に
完
成
、
開
所
を
迎
え
た
。
平
成
13
年
９

月
に
は
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
が
ア

テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
強

化
拠
点
施
設
に
指
定
。
以
降
、
全
日
本
強

化
合
宿
の
ほ
か
平
成
14
年
に
は
世
界
合
宿

な
ど
も
行
わ
れ
て
い
る
。

道
場
に
響
く
気
合
い
、
マ
ッ
ト
を
叩
く

受
け
身
の
音
。
気
迫
の
こ
も
っ
た
い
か
つ

い
表
情
の
練
習
の
後
に
み
せ
る
、
選
手
た

ち
の
朗
ら
か
な
笑
顔
。
緑
に
囲
ま
れ
た
桜

花
レ
ス
リ
ン
グ
道
場
で
育
っ
た
世
界
の
覇

者
た
ち
に
、
日
本
中
が
大
き
な
期
待
を
寄

せ
て
い
ま
す
。

今
年
初
め
て
の
桜
花
道
場
で
の
合
宿
で

す
。
坂
道
を
使
っ
た
集
落
内
の
ダ
ッ
シ
ュ

や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
少
し
筋
肉
痛

で
す
が
良
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
す
。
ス

パ
ー
リ
ン
グ
で
も
タ
ッ
ク
ル
や
フ
ォ
ー
ル

を
狙
え
る
技
と
ス
ピ
ー
ド
を
養
う
よ
う
に

ＪＡ十日町やジャスコ十日町店、東京十日町
会などから激励の差し入れが贈られました

市民も応援に駆けつけ、選手たちに声援を送っていました

けがをした選手を
優しく気遣う林さん

◆
丸
山
さ
ん

女
子
レ
ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム

が
占
有
し
て
使
え
、
集
中
で
き
る
こ
の
練

習
環
境
は
合
宿
に
最
も
適
し
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
地
元
の
皆
さ
ん

の
協
力
体
制
が
選
手
た
ち
の
励
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
強
化
に
向
け
て
は
、
基
礎
体

力
の
増
強
が
必
要
で
す
。
こ
こ
の
地
形
を

生
か
し
た
補
強
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
精
神
の

鍛
錬
に
も
な
り
ま
す
か
ら
効
果
は
大
き
い

で
す
。
世
界
ク
ラ
ス
の
大
会
が
目
白
押
し

で
す
が
、
強
化
指
定
選
手
を
中
心
に
最
強

の
布
陣
で
臨
ん
で
、
全
階
級
で
メ
ダ
ル
獲

得
を
狙
い
ま
す
。

桜
花
道
場
開
所
以
来
、
そ
の
運
営
の
中

心
的
役
割
を
担
う
丸
山
さ
ん
。
平
成
５
年

に
全
日
本
女
子
レ
ス
リ
ン
グ
連
盟
の
副
会

長
に
就
任
し
、
世
界
の
大
会
で
も
日
本
チ

ー
ム
選
手
団
長
と
し
て
参
加
す
る
な
ど
、

選
手
た
ち
を
支
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今

年
４
月
に
は
7
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
副

会
長
に
就
任
し
、
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

◆
浜
口
京
子
さ
ん
（
72
㎏
級
）

◆
吉
田
沙
保
里
さ
ん
（
55
㎏
級
）

本
番
さ
な
が
ら
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け
、

世
界
選
手
権
ま
で
気
合
い
を
入
れ
て
挑
み

ま
す
。
２
連
覇
が
か
か
る
北
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
は
、
自
分
と
の
戦
い
で
も
あ
り
ま
す

が
、
も
ち
ろ
ん
目
標
は
金
メ
ダ
ル
で
す
。
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生
す
る
葛く

ず

の
根
か
ら
と
っ
た
葛

粉
で
作
っ
た
葛
ね
り
は
今
年
の

目
玉
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い

ま
し
た
。

親
子
で
参
加
し
た
樋
口
里
津
子
さ
ん

（
背
戸
・
31
歳
）
は
、「
地
区
の
人
た
ち
み

ん
な
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
魅

力
で
す
ね
。
い
い
と
こ
ろ
に
嫁
に
き
ま
し

た
（
笑
）」
と
感
想
を
語
り
ま
し
た
。

催
し
を
主
催
し
た
中
条
地
区
振
興
会
会

長
の
須
藤
誠
也
さ
ん
（
中
条
島
・
71
歳
）

は
、「
地
区
の
17
集
落
が
集
ま
っ
て
食
う
・

遊
ぶ
・
自
慢
す
る
催
し
と
し
て
定
着
し
て

き
ま
し
た
。
特
に
女
性
の
か
か
わ
り
が
大

き
い
で
す
。
昨
年
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
も
で
き
た

こ
と
か
ら
、
新
し
い
発
想
で
老
若
男
女
が

集
う
層
の
厚
い
活
動
を
進
め
、
全
国
に
情

報
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
意
欲

的
で
し
た
。

新
し
い
発
想
で
全
国
発
信

　６月３日A、笹山遺跡（中条上町）周辺で第

８回笹山じょうもん市（中条地区振興会・中条

公民館・NPO法人笹山縄文の里主催）が開かれ

ました。太鼓や踊り、マラソン、露店、各種体

験、抽選会など多彩な催しに約7,000人が参加。

地区を挙げて縄文の１日を楽しみました。

縄
文
て
ん
こ
も
り

第
８
回
笹
山
じ
ょ
う
も
ん
市

笹山じょうもん市は４回目。これからも来ます。

これまで私たちは、物をたくさん作ってたくさ

ん持っているのが幸せだという物質本意の生き方

をしてきました。最近ようやくそうじゃないとい

う方向に世界が動き始めました。日常生活と文化

遺産、自然を一体に考えることが大事です。ラー

メンに例えると、ここは国宝という極上のめん、

豊かな自然というスープと具、それを食べる皆さ

んという最高の条件がそろっています。さあ、縄

文人と同じように、自然の精霊と一体になるため

の雄叫びをあげましょう。「ぉ～お～おー！お～

ぉ～」。

苅谷俊介さん縄文の雄叫び

朝
９
時
す
ぎ
、

中
条
小
学
校
児
童

に
よ
る
笹
山
縄
文

太
鼓
に
よ
っ
て
開

幕
が
告
げ
ら
れ
る

と
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
露
店
・
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
が
一
斉
に
オ
ー
プ
ン
。
市い
ち

は
活
気
と
と

も
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
笹
山
遺
跡
周

辺
約
２
㎞
を
走
り
抜
け
る
第
１
回
笹
山
じ

ょ
う
も
ん
マ
ラ
ソ
ン
に
は
、
保
育
園
児
か

ら
50
代
ま
で
92
人
が
参
加
、
縄
文
健
児
？

た
ち
が
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
縄
文
音
頭
、
天
神
ば
や
し
、

抽
選
会
な
ど
が
矢
継
ぎ
早
に
催
さ
れ
、
市

の
に
ぎ
わ
い
は
最
高
潮
に
。
特
別
ゲ
ス
ト

の
俳
優
で
考
古
学
者
の
苅か
り

谷や

俊
し
ゅ
ん

介す
け

さ
ん
の

ト
ー
ク
に
は
、
大
き
な
人
だ
か
り
が
で
き

て
い
ま
し
た
。

く
ず
が
人
気

楽ら
く

食
し
ょ
く

空
間
と
名
付
け
ら
れ
た
食
体
験
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、「
４
、
５
０
０
年
前
の
笹

山
縄
文
人
は
何
を
食
べ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
」
と
ド
ン
グ
リ
せ
ん
べ
い
や
ド
ン
グ
リ

も
ち
の
ほ
か
、
木
の
実
団
子
汁
、
鮭
の
蒸

し
焼
き
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、ま
さ
に
「
縄

文
の
珍
味
て
ん
こ
も
り
」。
特
に
、
山
に
自

苅谷俊介さん縄文の雄叫び

じ
ょ
う
も
ん

マ
ラ
ソ
ン
も
開
催

親子で挑戦
そば打ち体験。

自分で打ったそばの味は格別

吉田明さん講師による七輪陶芸には、
多くの陶芸ファンが集まりました

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

ワンワンふれあいコーナーは
子どもたちに大人気

花の育て方も教えてくれる掘り売りは、初心者でも
安心して買い求められます

ヘリコプター遊覧飛行で当間高原を空から観察

ア
イ
リ
ス
ま
つ
り�

５
月
19
日
G
〜
６
月
３
日
A
ま
で
の
16
日
間
、
当
間
高
原
リ

ゾ
ー
ト
で
行
わ
れ
た
第
13
回
ア
イ
リ
ス
ま
つ
り
に
は
、
期
間
中

約
２
万
人
の
観
光
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
約
３
万
株
の
ジ
ャ

ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
の
ほ
か
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
ポ
ピ
ー
や
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
な
ど
30
種
類
も
の
可
れ
ん
な
季
節
の
花
が
観
賞
で
き
る
と

あ
っ
て
、
休
日
に
は
県
外
か
ら
も
観
光
バ
ス
が
訪
れ
る
な
ど
、

回
を
重
ね
る
ご
と
に
人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

交
流
活
動
が
長
続
き
す
る
よ
う
に
と
、

活
動
と
し
て
稲
作
を
選
び
、
こ
れ
ま
で
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
層

の
人
た
ち
が
松
之
山
地
域
を
訪
れ
て
い
ま

す
。
商
店
街
役
員
の
熱
い
思
い
で
６
年
目

と
な
っ
た
今
年
も
、
田
植
え
の
ほ
か
山
菜

採
り
や
森
林
浴
、
棚
田
浴
、
温
泉
浴
、
ス

ロ
ー
フ
ー
ズ
な
ど
を
体
験
。
松
之
山
地
域

の
自
然
を
思
う
存
分
に
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
11
月
に
は
、
松
之
山
地
域
か
ら
渋
谷

区
民
ま
つ
り
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
同
日
、
湯
山
地
区
で
、
今
年
で
16

年
目
と
な
る
「
グ
リ
ー
ン
リ
ー
ス
・
ふ
る

さ
と
貸
し
農
園
」
の
田
植
え
が
行
わ
れ
、

関
東
方
面
か
ら
会
員
約
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
会
員
の
多
く
は
発
足
当
初
か
ら
の

皆
さ
ん
で
、
自
前
の
長
靴
を
持
参
す
る
な

ど
、
作
業
も
手
際
よ
く
本
格
的
で
し
た
。

貸
し
農
園
管
理
委
員
会
の
オ
ー
ナ
ー
代
表

の
岡
村
次
郎
さ
ん
は
「
米
に
加
え
、
温
泉

や
ス
キ
ー
な
ど
年
間
を
通
じ
て
楽
し
め
る

の
が
魅
力
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

５
月
12
日
g
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場
で
、
川
西
地
域
で

の
交
通
死
亡
事
故
「
０
」
１
、０
０
０

日
達
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

川
西
地
域
内
で
は
、
３
年
前
の
平

成
16
年
８
月
11
日
か
ら
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
５

月
７
日
b
に
節
目
の
１
、
０
０
０
日

を
達
成
し
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
に
恵
ま
れ
、
十
日
町

警
察
署
清
水
交
通
課
長
、
十
日
町
地

区
交
通
安
全
協
会
中
村
副
会
長
ほ
か

関
係
者
40
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
こ
の
記
録
が
今

後
も
更
に
伸
び
て
い
く
よ
う
に
、
関

係
者
一
同
一
丸
と
な
り
、
一
層
交
通

安
全
推
進
に
ま
い
進
し
て
い
く
こ
と

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
千

手
郵
便
局
前
に
交
通
指
導
所
を
設
置

し
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

市
で
は
こ
れ
か
ら
も
こ
う
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
と
お
し
、
交
通
安
全
の
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

すげがさ姿の富ヶ谷商店街の皆さん

ヤ
マ
フ
ジ
、
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
満
開
の
中
で
交
流

渋
谷
区
商
店
街
、
貸
し
農
園
会
員
が
田
植
え

松
之
山
文
化
協
会
で
は
、
自
治
宝
く
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助
成
を

受
け
て
、
ア
ン
プ
や
ミ
キ
サ
ー
、
ピ

ン
マ
イ
ク
な
ど
の
音
響
設
備
を
整
備

し
ま
し
た
。
こ
の
助
成
事
業
は
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発
展
の
た
め
、

宝
く
じ
の
収
益
金
が
利
用
さ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

松
之
山
文
化
協
会
が
、
地
域
の
芸

能
文
化
の
振
興
や
伝
統
芸
能
の
伝
承

保
存
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
活
動
が
認
め

ら
れ
今
年
度
の
助
成
対
象
と
な
っ
た

も
の
で
す
。
今
後
、
整
備
し
た
音
響
設
備

を
活
用
し
、
地
域
文
化
の
振
興
や
芸
能
祭

の
開
催
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

自
治
宝
く
じ
助
成
で

音
響
設
備
を
整
備

５
月
26
日
g
と
27
日
a
の
２
日
間
、
東

京
都
渋
谷
区
富
ヶ
谷
一
丁
目
商
店
街
の
皆

さ
ん
22
人
が
松
之
山
を
訪
れ
、
浦
田
地
区

の
棚
田
で
恒
例
と
な
っ
た
田
植
え
を
行
い

ま
し
た
。

富
ヶ
谷
商
店
街
と
松
之
山
地
域
と
の
交

流
が
始
ま
っ
た
の
は
今
か
ら
７
年
前
の
こ

と
。
富
ヶ
谷
一
丁
目
商
店
街
役
員
の
佐
藤

三
郎
さ
ん
が
、
渋
谷
区
民
ま
つ
り
の
際
に
、

旧
松
之
山
町
へ
の
誘
客
宣
伝
と
物
産
販
売

新緑の季節にぎわう“松之山温泉まつり”

松之山温泉の観光の幕開けとなる「松之山温泉まつ

り」が５月19日g、松之山温泉駐車場「峡谷の灯籠
ろう

」

特設ステージで開催されました。今年から「新緑温泉

まつり」と改め、温泉まつりのほか山菜まつりや探鳥

会など、新緑の季節にふさわしい多彩なイベントが６

月３日aまで開催されました。

温泉まつりは、あいにくの小雨模様でしたが、保育

園児による管領塚供養を皮切りに、稚児行列や松之山

中学校生徒によるブラスバンド演奏、温泉子どもみこ

し、よさこいソーランパレードと続き、祭りは最高潮

へ。夕方からのＢＳＮラジオ「縁歌劇場」の公開録音

が行われ、司会の大倉修吾さんの軽快なおしゃべりと

ゲストの津島

悦子さんの歌

に、集まった

約1,000人の

観客は寒さを

忘れて声援と

拍手を送って

いました。

５
月
27
日
a
、
第
37
回
節
黒
城
山

開
き
祭
り
が
節
黒
城
跡
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

節
黒
城
は
、
南
北
朝
時
代
の
正
平

７
年
（
１
３
５
２
年
）、

新
田
一
族
の
拠
点
と
し

て
築
城
さ
れ
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
戦
国

時
代
に
は
長
尾
為
景
、

上
杉
謙
信
に
属
す
る
武

将
上
野
氏
の
居
城
と
な

り
ま
し
た
。

当
日
は
、
上
野
氏
の

碑
が
あ
る
山
頂
で
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
た

後
、
大
井
田
城
（
中
条
）
を
は
じ
め

と
す
る
、
市
内
・
小
千
谷
市
に
点
在

す
る
十
数
城
と
の
間
で
狼
煙
の
ろ
し

の
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の

祭
り
の
メ
ー
ン
と

も
言
う
べ
き
大
名

行
列
が
、
新
緑
ま

ぶ
し
い
山
を
下
り

ま
し
た
。

中
腹
の
広
場
で

は
埋
蔵
金
探
し
や

芸
能
大
会
が
催
さ

れ
、
大
勢
の
人
出

で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。

晴天に恵まれて節黒城山開き「緑の募金」ご協力
ありがとうございました

川西地域では、各小学校ごとに４つの緑の少年団

が組織され、平成19年度の団員は162人となってい

ます。５月には新入団員の入団式も済ませ、今年度

最初の活動として「緑の募金」の街頭募金を行いま

した。

緑の少年団が集めた募金は家庭募金などとともに

6にいがた緑の百年物語緑化推進委員会に送られ、

記念植樹事業や森づくり事業、緑の少年団の育成事

業など、県内の緑化活動に利用されます。

平
野
農
林
課
長
へ
募
金
を
手
渡
す

上
野
小
緑
の
少
年
団

晴天に恵まれて節黒城山開き

交
通
死
亡
事
故
「
０ゼ

ロ

」
１
、
０
０
０
日

達
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
！
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いつもにこにこ笑顔の双子ちゃん。おもちゃはな
んでも２つずつ。ときどきおもちゃの取り合いでけ
んかするけど、勝つのはいつも弟のゆうひちゃんで
す。「くるる」に遊びに行くのがだ～い好き！です。

なかざわ　ゆうとちゃん・ゆうひちゃん
平成17年6月13日生まれ　田中町本通り

中澤 悠斗・優灯ちゃん
小野塚　詩

ちゃん

知らない人にはすごく人見知りするうたちゃん
ですが、本当はよくしゃべりよく笑いう元気な女
の子です。パパがだい好きなうたちゃんは、夜寝
るときも夜中のトイレもパパご指名です。

おのづか　うたちゃん　
平成15年12月24日生まれ　
上蝦池

シ
リ
ー
ズ
２
回
目
の
今
回
は
、
食

育
月
間
（
６
月
１
日
〜
６
月
30
日
）

に
ち
な
み
、「
栄
養
・
食
生
活
」
を
紹

介
し
ま
す
。

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
は
、
体

の
機
能
を
活
発
に
し
、
１
日
を
快
適

に
過
ご
す
た
め
の
基
本
に
な
り
ま
す
。

「
毎
日

朝
ご
は
ん
を

食
べ
ま

し
ょ
う
！
」

栄
養
の
偏
り
を
防
ぐ
に
は
、
い
つ

も
と
違
う
食
材
に
も
目
を
向
け
て
同

じ
よ
う
な
料
理
が
続
か
な
い
よ
う

に
、
食
材
や
献
立
を
選
ぶ
力
を
養
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

「
主
食
・
主
菜
・
副
菜
が

そ
ろ
っ
た
食
事
を
、

好
き
嫌
い
せ
ず
に

食
べ
ま
し
ょ
う
！
」

自
分
の
体
と
活
動
量
に
応
じ
た
食

事
の
量
が
、
肥
満
や
や
せ
過
ぎ
を
予

防
し
ま
す
。

「
よ
く
か
み
、
腹
八
分
目
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
！
」

24

問合せ
健康支援課母子保健係
TEL757-3719（内線121）

VOL.25

我が家のアイドル（４歳未満の幼児）募集中！　申込み・問合せは総務課広報広聴係1757-3112（内線214）まで

市
と
連
携
し
て
、
高
速
情
報
通
信
基
盤
の

整
備
及
び
情
報
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
う
事
業

者
を
選
定
す
る
た
め
の
企
画
提
案
会
が
、
６

月
17
日
a
に
ユ
ー
モ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

前
回
も
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
こ
の
企
画

提
案
会
に
参
加
す
る
事
業
者
は
、
公
募
を
経

て
市
が
指
名
し
た
３
事
業
者
（
複
数
の
事
業

者
か
ら
な
る
連
合
体
も
含
む
）
で
す
。

企
画
提
案
会
で
は
、金
額
や
技
術
面
な
ど
、

事
前
に
市
が
提
示
し
た
募
集
要
項（
仕
様
書
）

に
基
づ
き
、
参
加
事
業
者
か
ら
企
業
ノ
ウ
ハ

ウ
を
含
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
が
提
案
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
の
内
容
が
公
開
さ
れ
る
こ
と

で
参
加
事
業
者
に
不
利
益
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
企
画
提
案
会
は
あ
ら
か

じ
め
募
集
要
項
で
定
め
ら
れ
た
対
象
者
（
企

画
提
案
会
の
参
加
対
象
に
記
述
し
た
①
〜
⑤

の
人
）
以
外
に
は
公
開
し
な
い
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

①
事
業
者
選
定
委
員
会
委
員
18
人

（
最
終
的
に
提
案
事
業
者
の
順
位
付
け
を

行
う
権
限
を
有
す
る
）

②
市
議
会
議
員
38
人

③
情
報
化
推
進
会
議
委
員
21
人

（
利
害
関
係
者
を
除
く
）

④
各
地
区
地
域
協
議
会
代
表
者
22
人

（
１
地
域
協
議
会
２
人
の
推
薦
）

⑤
情
報
化
庁
内
推
進
委
員
会
委
員
18
人

（
合
計
１
１
７
人
）

各
参
加
事
業
者
が
60
分
の
持
ち
時
間
で
企

画
提
案
書
の
説
明
を
し
ま
す
。
ま
た
、
説
明

が
終
了
す
る
ご
と
に
、
事
業
者
選
定
委
員
会

委
員
と
各
事
業
者
と
の
間
で
、
説
明
内
容
に

対
す
る
質
疑
応
答
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

作
業
終
了
後
、
事
業
者
選
定
委
員
会
委
員
以

外
の
出
席
者
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
し
た

項
目
ご
と
に
、
ど
の
事
業
者
の
提
案
内
容
が

十
日
町
市
の
情
報
化
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
か

を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
も
ら
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
画
提
案
会
終
了
後
（
当
日
の

夜
）
に
は
第
５
回
事
業
者
選
定
委
員
会
を
開

催
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
事
業
者
選
定
委
員
会
委
員
が
評

価
（
点
数
付
け
）
を
行
い
、
そ
の
日
の
う
ち

に
参
加
事
業
者
の
順
位
付
け
（
優
劣
）
を
行

う
予
定
で
す
。
こ
の
順
位
付
け
を
受
け
、
６

月
25
日
b
ま
で
に
は
市
長
が
連
携
事
業
者
を

決
定
し
ま
す
。

６
月
17
日
a
企
画
提
案
会
開
催

※
次
回
は
、
企
画
提
案
会
後
の
地
域
情
報
化
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

和田　愛 さん

1985年生
むつみ幼稚園・保育園勤務

子どもたちの笑顔が元気のもと

先月の浦沢剛さんからバトンタッチ。
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短
大
の
実
習
で
こ
の
幼
稚
園
に
来
て
、
絶
対
に
こ

の
園
に
勤
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
、

卒
業
し
て
１
年
、
東
京
の
幼
稚
園
で
採
用
を
待
ち
ま

し
た
。
何
と
言
っ
て
も
職
員
間
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が

万
全
。
経
験
浅
い
私
で
も
先
輩
が
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く

れ
る
か
ら
安
心
で
き
ま
す
。
こ
の
道
を
選
ん
だ
の
は

高
校
２
年
の
と
き
。
テ
レ
ビ
で
愛
情
乏
し
い
子
ど
も

た
ち
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
観
て
、
自
分
の
愛
を

注
ぐ
こ
と
で
役
に
立
て
る
な
ら
と
思
っ
た
ん
で
す
。

保
育
者
に
な
っ
て
２
年
。
思
っ
て
い
た
以
上
に
保
育

の
深
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
個
性
や
成
長
の
早
さ
に
合
っ
た
接
し
方
で
、

心
を
開
い
た
り
朗
ら
か
に
な
っ
た
り
。
ま
だ
ま
だ
勉

強
中
の
私
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
と
と
も
に
保
育
者

と
し
て
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
子
ど

も
た
ち
が
「
園
に
行
っ
て
先
生
に
会
い
た
い
、
友
だ

ち
に
会
い
た
い
」
な
ん
て
、
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
れ

た
ら
い
い
な
ぁ
。
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
元
気
な
声
、

私
を
元
気
に
し
て
く
れ
る
源
で
す
。

「
栄
養
・
食
生
活
」

シ
リ
ー
ズ
②

〈
重
点
目
標
〉

毎
日
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る

人
の
割
合
を
高
め
る

（
現
状
値
86
％→

目
標
値
23
年
度
90
％)

〈
サ
ブ
目
標
〉

主
食
・
主
菜
・
副
菜
を
そ

ろ
え
る
な
ど
、
栄
養
の
バ

ラ
ン
ス
に
気
を
つ
け
る
人

の
割
合
を
高
め
る

食
事
の
量
に
気
を
配
っ
て

い
る
人
の
割
合
を
高
め
る

（
現
状
値
77
％→

目
標
値
23
年
度
82
％)

（
現
状
値
30
％→

目
標
値
23
年
度
35
％)

塩
分
を
ひ
か
え
る
と
、
高
血
圧
予

防
に
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
素
材
そ
の
も
の
の
味
を
味
わ
え

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

「
み
そ
汁
は
具
た
く
さ
ん
に

し
ま
し
ょ
う
！
」

塩
分
を
ひ
か
え
る
よ
う
に

心
が
け
る
人
の

割
合
を
高
め
る

（
現
状
値
71
％→

目
標
値
23
年
度
75
％)

「
食
育
」
と
い
う
考
え
方
自
体
は

明
治
時
代
に
既
に
存
在
し
て
い
ま
し

た
。
食
育
は
、
生
き
る
上
の
基
本
で

あ
っ
て
、
教
育
の
３
本
の
柱
で
あ
る

知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な
る

べ
き
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

食
育
月
間
に
ち
な
み
、
作
物
や
料

理
を
作
っ
て
く
れ
た
人
に
「
い
た
だ

き
ま
す
、
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
と
感
謝

し
、
楽
し
く
食
卓
を
囲
む
時
間
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

食
育
に
つ
い
て

◆
企
画
提
案
会
の
参
加
対
象
者

◆
企
画
提
案
会
の
進
め
方
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毎年春の恒例行事となった、東京十日町会（春日寛会長）主

催の「山菜と田舎ごっつぉを味わう会」が、５月26日g、ラ

ポート十日町を会場に開催されました。今年で５回目となる

この催しに、東京十日町会と地元住民など合わせて約100人

が参加。テーブルの上に並べられたぜんまいや木の芽など、

盛りだくさんの山菜料理を楽しみました。この日、東京から

参加した福井美由紀さん（53歳）は、「今年で４回目の参加

です。今回は友だちも連れてきました。十日町の米、そば、

酒、野菜なんでもおいしいです。十日町の人に十日町の良さ

をもっと知ってほしいです」と話していました。

山菜と田舎ごっつぉに舌鼓

県立松代病院が自治体立優良病院表彰

tokamachi topics

梅雨季に備え、洪水に対する水防作業の安全と適切な対処

を図ろうと５月24日e、中里グラウンドで信濃川水防訓練が

行われました。信濃川・魚野川水防連絡会の主催によるこの

訓練には、国土交通省信濃川河川事務所の職員はじめ行政関

係者や十日町地域消防本部など消防関係者約200人が参加し

ました。午後７時過ぎ、訓練に参加した消防団員は、本番さ

ながらのきびきびとした行動で堤防を守るための「改良積み

土のう」「木流し」「ブロック投入」などの水防工法を実践し

ました。訓練により水防技術を磨くことで、信濃川や急流な

中小河川が多いこの地域の、安全安心が保たれています。

５
月
27
日
a
、
千
年
の
森
ホ
ー
ル
で
「
森
の

歌
族
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト
」（「
森
の
歌
族
」

実
行
委
員
会
・
が
ち
ょ
う
の
会
主
催
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
昨
年
４
月

の
千
年
の
森
ホ
ー
ル
の
完
成
を
き
っ
か
け
に
企

画
さ
れ
、
今
回
が
第
１
回
目
の
発
表
会
。
主
に

ク
ラ
シ
カ
ル
な
歌
曲
の
愛
好
家
が
集
ま
り
、
第

１
ス
テ
ー
ジ
で
は
が
ち
ょ
う
の
会
や
長
岡
メ
ン

ネ
ル
コ
ー
ル
な
ど
７
組
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
、
第
２
ス
テ
ー
ジ
で
は
専
門
指
導
を
受
け
た

愛
好
家
な
ど
16
組
が
本
格
的
な
声
楽
を
披
露
し
、

観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

備えは万全水防訓練

森
の
歌
族
フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

５月24日e、東京都内で自治体立優良病院表彰が行われ、県立松代

病院（布施克也院長）が6全国自治体病院協議会／全国自治体病院開

設者協議会の両会長表彰を受けました。これは、過去５年間の収支が

黒字で地域医療に重要な役割を果たしているなどの条件を満たす自治

体立病院が対象になるもので、今年は総務大臣表彰に４病院、両会長

表彰に５病院が選ばれました。県内では昭和63年度に県立十日町病院

が同表彰を受けて以来の２例目。布施院長（48歳）は、「全国表彰は夢

にも思っていませんでした。地域の人たちが、かかりつけ病院として

適切に利用してくれているおかげ。これからも地域のためにきちんと

機能する医療機関を目指します」と話していました。

エフエムとおかまちがギャラクシー賞選奨受賞

㈱エフエムとおかまち（村山政文代表取締役）が第44回ギャラク

シー賞選奨に輝きました。同賞は、日本の放送文化に貢献した優秀な

番組などに贈られる賞で、同社はラジオ部門で大賞、優秀賞に次ぐ選

奨を受賞。受賞作は、新潟日報社のふるさと復興キャンペーン「心に

太陽を」と連携して制作したもので、都市住民との交流（池谷）や大

地の芸術祭（願入）をとおして震災復興に取り組む集落の人たちの活

動を紹介したもの。村山代表取締役（53歳）は、「中越大震災を機に

生まれたエフエムとおかまちが、震災復興をテーマにした番組で受賞

できてうれしいです。視聴者の皆さんの励ましのおかげ。これからも、

地域に密着した番組作りを進めます」と受賞の喜びを語りました。

表彰状と盾を手にする布施克也院長（右）と早川丈夫事務長

６
・
５
ｍ
）
を
目
指
す
登
山
コ
ー
ス

と
、
ブ
ナ
林
回
遊
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

新
緑
ま
ぶ
し
い
木
立
の
中
を
登
っ
て

行
き
ま
し
た
。
主
催
し
た
団
体
の
一

つ
十
日
町
山
岳
協
会
の
上
村
虎
夫
さ

ん
は
、「
当
間
山
は
身
近
に
あ
り
親
し

み
の
あ
る
山
で
す
。
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

に
最
適
で
す
」
と
話
し
、
参
加
者
は
、

約
３
時
間
の
登
山
に
さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
て
い
ま
し
た
。

初
夏
の
日
差
し
浴
び
て
当
間
山
山
開
き

６
月
３
日
a
、
市
内
外
か
ら
約
70
人
が
参
加
し
て
、
当
間
山
山
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

間
山
登
山
道
入
り
口
で
、
１
年
間
の
安
全
祈
願
の
神
事
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
頂
上
（
１
、
０
１

6
十
日
町
青
年
会
議
所
創
立
50
周
年
を
記
念

し
て
５
月
30
日
d
、
市
民
会
館
で
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
親
学
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
橋

史
朗
明
星
大
学
教
授
を
講
師
に
迎
え
３
回
シ
リ

ー
ズ
で
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
１
回
目
の
こ
の

日
は
、
胎
児
・
乳
幼
児
期
の
こ
こ
ろ
の
教
育
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
３
歳
の
子

ど
も
を
持
つ
夫
婦
は
「
愛
情
を
持
っ
て
子
ど
も

と
接
す
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
な
の
か
を
再
認

識
し
ま
し
た
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

２
回
目
は
７
月
17
日
c
、
同
会
場
で
児
童
・
思

春
期
こ
こ
ろ
の
教
育
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

子
育
て
孫
育
て
応
援
セ
ミ
ナ
ー
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５月25日f、松之山自然休養村センターで松之山女性ネッ

トワーク主催による「マリンバの夕べ」が開催されました。

マリンバは木琴の仲間で、マレットと呼ばれるバチで音板を

打ち独特の音色を奏でる打楽器です。この日は、国内で活躍

しているマリンバ奏者の秋田円美さんを迎えて開催。片手に

２本のマレットを持ち、メロディーと和音を同時に奏でなが

ら、「荒城の月」や「夏の思い出」など12曲が演奏されまし

た。秋田さんが奏でるマリンバからは、打楽器とは思えない

メロディーと木のあたたかい音色が響き渡り、会場を埋めた

約120人はマリンバの魅力に酔いしれていました。

市
で
は
、
今
年
度
中
越
大
震
災
の
記
録
集
を

発
行
す
る
予
定
で
広
く
体
験
談
な
ど
を
募
集
し

て
い
ま
す
。ま
た
、市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
編
集
に

も
か
か
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
市
民
編
集
委
員
会

を
設
け
ま
し
た
。
５
月
24
日
e
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
で
活
動
を
続
け
る
市
民
代
表
や
各
種
団
体

の
関
係
者
な
ど
18
人
が
サ
ン
ク
ロ
ス
に
集
ま
り
、

震
災
時
の
体
験
や
記
録
集
の
企
画
案
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。
今
後
は
、
内
容
を
検

討
す
る
と
と
も
に
、
取
材
や
資
料
収
集
な
ど
を

進
め
て
、
年
内
の
発
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

秋
口
に
は
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

マリンバの調べにうっとり！

白羽毛集落と多摩美大“大地”の農業交流

震
災
記
録
を
市
民
の
手
で

な
ご
み
の
家
で
歯
科
健
診

６月３日a、白羽毛集落と多摩美術大学学生の田植え体験交流が行

われました。これは、同大学准教授の青木野枝さんが、大地の芸術祭

で作品を制作したことをきっかけに、昨年から田植えや稲刈りなどの

農業体験交流が行われているものです。今回参加した青木さんと学生

など７人は、澄み切った青空の下、楽しみながら丁寧に苗を植えてい

ました。中川恵さん（３年）は、「初めて田植えをしましたが、おい

しいお米に育ってほしいです」と早くも収穫を心待ちにしていました。

交流の世話人である樋口徹さん（38歳）は、「特別なイベントでなく

ても、年間を通じた交流で個人同士がつながっていけばいいねぇ」と、

青木さんたちと親しく言葉を交わしていました。

歯
の
衛
生
週
間
の
一
環
と
し
て
６
月
１
日
f
、

知
的
障
害
者
授
産
施
設
な
ご
み
の
家
で
歯
科
健

診
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
6
十
日
町
市

中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会
（
伏
見
勝
会
長
）
が
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
で
６
回
目
に

な
り
ま
す
。
当
日
は
市
内
の
３
人
の
歯
科
医
師

が
健
診
に
あ
た
り
、
な
ご
み
の
家
や
ワ
ー
ク
セ

ン
タ
ー
な
ご
み
、
精
神
障
害
者
入
所
授
産
施
設

エ
ン
ゼ
ル
妻
有
の
利
用
者
な
ど
約
90
人
が
受
診

し
ま
し
た
。
緊
張
し
た
表
情
で
順
番
を
待
っ
て

い
た
受
診
者
も
、
健
診
後
に
は
笑
顔
で
白
い
歯

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

tokamachi topics

５月27日a、第10回森の朝コンサートが星と森の詩美術

館で開催されました。出演者は、オカリーナ奏者の五十嵐正

子さんとエレクトーン奏者の斎藤純子さんで、「コンドルは

飛んで行く」や「風の谷のナウシカ」など全12曲を演奏しま

した。風の強い日でしたが、多くの人が訪れ、オカリーナと

エレクトーンの澄んだ音色に、目を閉じて聴き入っている人

もいました。五十嵐さんは、「いつも準備を手伝ってくださる

皆さんには本当に感謝しています。このコンサートも始まっ

てもう10年経ちましたが、これからも11年目、12年目と皆

さんにお会いしたいと思います」と話していました。

５
月
30
日
d
、
7
十
日
町
地
区
交
通
安
全
協

会
（
児
玉
昭
一
郎
会
長
）
か
ら
市
内
公
民
館
へ

の
交
通
安
全
標
語
入
り
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
年

１
月
、
交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銀
章
」
を
受
章

し
た
小
川
信
一
さ
ん
が
、
３
月
を
も
っ
て
同
協

会
の
副
会
長
を
退
任
す
る
に
あ
た
り
１
、
７
０

０
個
を
寄
贈
し
た
も
の
で
、
多
く
の
人
が
利
用

す
る
公
共
の
施
設
で
役
立
て
て
ほ
し
い
と
同
協

会
が
公
民
館
や
高
等
学
校
に
贈
り
ま
し
た
。
小

川
さ
ん
は
、「
い
つ
も
交
通
安
全
の
意
識
を
持
っ

て
交
通
事
故
の
な
い
社
会
を
目
指
し
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

10年の感謝を込めて

愛らしい野鳥にひかれて　松之山探鳥会

い
つ
も
身
近
に
交
通
安
全

tokamachi topics

６月２日g・３日aの２日間、第51回松之山探鳥会が美人林周辺な

どで開催され、市内外からの野鳥ファン約70人が参加しました。２

日は、松之山温泉センターで野鳥集会が行われ、翌朝の探鳥会に向け

ての勉強会がありました。講師の田畑孝宏さんと相沢空見子さんから

は野鳥のそれぞれの専門分野について講演があり、参加者は熱心に聞

き入っていました。翌日３日は、早朝４時30分から美人林などで探鳥

会が行われ、２時間ほどかけてバードウォッチングを楽しみました。

この日、確認された野鳥は45種。アカショウビンやノジコといった

松之山ならではの野鳥たちに出会え、参加者は双眼鏡で覗いたり写真

を撮ったりしながらその愛らしさに満足していました。

自
分
だ
け
の
紙
ラ
ン
プ

６
月
２
日
g
、
昨
夏
の
大
地
の
芸
術
祭
で
も

人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
っ
た
「
脱
皮
す
る
家
」（
星
峠
）

で
、
紙
ラ
ン
プ
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
、

「
脱
皮
す
る
家
」
の
運
営
に
協
力
し
て
い
る
建
築

家
の
武
藤
郁
生
さ
ん
と
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
玉

井
俊
二
さ
ん
。
参
加
し
た
26
人
は
、
木
や
竹
ひ

ご
、
和
紙
を
使
い
約
３
時
間
か
け
て
紙
ラ
ン
プ

を
作
り
ま
し
た
。
東
京
都
か
ら
参
加
し
た
女
性

は
、「
思
っ
た
よ
り
難
し
く
、
イ
メ
ー
ジ
に
近
づ

け
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
家
で
大
切
に
使
い

ま
す
」
と
仕
上
が
り
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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①
一
般
事
務
上
級
　
若
干
名

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
卒
業
者
（
来

春
卒
業
見
込
者
含
む
）

②
土
木
上
級
　
若
干
名

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の
土
木
専
門

課
程
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
含
む
）

③
建
築
上
級
　
若
干
名

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
の
建
築
専
門

課
程
卒
業
者
（
来
春
卒
業
見
込
者
含
）

※
全
職
種
と
も
、
昭
和
55
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
（
採
用
日
現
在
28
歳
に

達
し
な
い
）
人

【
第
１
次
試
験
…
筆
記
試
験
】

期
日
＝
７
月
29
日
a

会
場
＝
十
日
町
保
健
セ
ン
タ
ー

試
験
科
目
＝
教
養
試
験
、
専
門
試
験
、

適
性
試
験
、
作
文

【
第
２
次
試
験
…
面
接
試
験
】

期
日
＝
９
月
上
旬
（
会
場
な
ど
詳
細
は

１
次
試
験
合
格
者
に
直
接
通
知
）

土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
７
月
５
日

e
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30

分
に
、
必
要
書
類
を
総
務
課
人
事
係
に
提

出
（
持
参
す
る
場
合
は
本
人
以
外
で
も
可
、

郵
送
可
※
７
月
５
日
必
着
）

¡

職
員
採
用
試
験
申
込
書
（
総
務
課
人
事

係
に
配
置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://

w
w
w
.c
ity
.to
k
a
m
a
c
h
i.n
iig
a
ta
.jp

に
も
掲
載
）

¡

大
学
の
成
績
証
明
書
（
来
春
卒
業
見
込

者
は
最
近
ま
で
の
も
の
）

¡

卒
業
証
明
書
（
来
春
卒
業
見
込
者
は
卒

業
見
込
証
明
書
）

¡

返
信
用
切
手
（
80
円
切
手
２
枚
）

※
申
込
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん

１
７
０
、２
０
０
円
（
19
年
4
月
１
日
現

在
、
受
験
資
格
取
得
直
後
に
採
用
の
場
合
）

総
務
課
人
事
係
1
７
５
７
│
３
１
１
２

平
成
20
年
４
月
１
日
採
用
の
十
日
町
市
職
員

採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
（
消
防
士
）
の

採
用
試
験
は
８
月
に
実
施
し
、
詳
細
に
つ
い
て

は
次
号
市
報
６
月
25
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
等
学
校
卒
業
者
な
ど
を
対
象
と
す
る
職
員

の
採
用
試
験
の
実
施
は
、
未
定
で
す
。

平成20年度採用

十日町市�
　　職員募集�

●
募
集
職
種
・

人
数
・
受
験
資
格

●
申
込
み

●
試
験
方
法

●
必
要
書
類

●
給
与
（
初
任
給
）

●
問
合
せ

所
避
難
訓
練
。
不
特
定
の
人
が
出

入
り
す
る
市
役
所
は
ま
ず
来
庁
し

て
い
る
市
民
の
安
全
な
避
難
が
優

先
。
あ
っ
、
３
階
に
煙
か
ら
逃
げ

遅
れ
た
職
員
が
。
そ
こ
で
取
り
出

し
た
救
助
袋
。
高
さ
約
15
ｍ
か
ら

滑
り
降
り
る
ス
リ
ル
。
避
難
訓
練

は
も
と
よ
り
、
器
具
の
点
検
も
兼

ね
て
い
る
の
で
す
。

「
ジ
リ
リ
リ
…
」
市
役
所
中
に
響
き
渡
る
警
報
ベ
ル
。
取
材
の
た
め
、
あ
ら
か

じ
め
聞
い
て
は
い
た
も
の
の
、
や
は
り
警
報
が
鳴
る
と
肝
を
潰
す
。
ま
ず
、
何

す
る
ん
だ
っ
た
か
な
。
緊
張
感
が
ひ
た
走
る
。
５
月
23
日
d
に
行
わ
れ
た
市
役

備
え
万
全
！

市
役
所
避
難
訓
練

40

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
協
議
会
活
動
の
連
携

や
情
報
交
換
、
地
域
自
治
組
織
の
更
な
る

研
究
な
ど
を
目
的
に
各
地
域
協
議
会
の
会

長
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
十
日
町
市
地

域
協
議
会
連
絡
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
、

６
月
４
日
b
、
第
１
回
目
の
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

正
副
会
長
の
選
出
後
、
地
域
協
議
会
の

取
組
み
方
針
や
今
後
の
市
と
の
協
働
事
業

な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

ま
た
、
新
年
度
の
各
地
域
協
議
会
の
活

動
状
況
な
ど
の
情
報
交
換
を
行
い
、
地
域

全
体
の
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

活
発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
協
議
会
連
絡
協
議
会
委
員
は
、
次

の
11
人
で
す
。

（
◎
会
長
　
○
副
会
長
）

水
落
　
明
（
十
日
町
地
域
協
議
会
）

大
島
清
松
（
十
日
町
西
地
域
協
議
会
）

村
山
幸
夫
（
十
日
町
南
地
域
協
議
会
）

須
藤
誠
也
（
中
条
地
域
協
議
会
）

◎
生
越
誠
一
（
下
条
地
域
協
議
会
）

児
玉
孝
夫
（
吉
田
地
域
協
議
会
）

上
村
國
平
（
水
沢
地
域
協
議
会
）

押
木
久
之
（
川
西
地
域
協
議
会
）

高
橋
訓
彦
（
中
里
地
域
協
議
会
）

佐
藤
定
行
（
松
代
地
域
協
議
会
）

○
柳
　
靖
治
（
松
之
山
地
域
協
議
会
）

地
域
協
議
会
連
絡
協
議
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

住
民
と
行
政
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

地
域
（
お
お
む
ね
地
域
協
議
会
単
位
）

に
市
長
ほ
か
が
出
向
き
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
す
る
平
成
19
年
度

「
ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
」
を
始
め
ま
す
。

１
、
開
催
地
・
テ
ー
マ
募
集

①
開
催
地
募
集
‥
地
域
協
議
会
（
事
情
に

よ
り
地
区
振
興
会
）
単
位
で
開
催
地
・

テ
ー
マ
を
募
集
し
ま
す
。

２
、
開
催
日
・
場
所

①
開
催
日
時
‥
原
則
と
し
て
平
日
の
夜
間

（
別
途
開
催
候
補
日
を
設
け
ま
す
）

②
開
催
場
所
‥
各
地
域
の
公
民
館
や
集
会

施
設
な
ど

③
開
催
時
間
‥
２
時
間
以
内
（
お
お
む
ね

午
後
７
時
こ
ろ
か
ら
９
時
こ
ろ
ま
で
）

３
、
申
し
込
み
方
法

①
地
域
協
議
会
（
事
務
局
）
で
取
り
ま
と

め
て
申
し
込
み
ま
す
。

②
テ
ー
マ
、
発
言
・
質
問
等
の
概
要
に
つ

い
て
も
申
し
込
み
ま
す
。

③
開
催
受
付
は
先
着
順
と
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。h

ttp
://w
w
w
.c
ity
.to
k
a

m
a
c
h
i.n
iig
a
ta
.jp
/

◆
問
合
せ
先
　

総
務
課
広
報
広
聴
係

1
７
５
７
│
３
１
１
２（
内
線
２
１
３
）

◆
問
合
せ
先
　

●
総
合
政
策
課
自
治
振
興
係

1
７
５
７
│
３
１
９
３

●
十
日
町
地
域
内
各
公
民
館

●
各
支
所
地
域
振
興
課
自
治
振
興
係

市民と市長の対話

ま
ち
・
む
ら
ト
ー
ク
を

始
め
ま
す

◆実施日 ７月28日、８月11日、９月８日・

22日（10月以降の開催日は未定）

◆実施場所 十日町市役所市長室

◆対象者 原則として市内に住所または勤務

地・所在地がある個人及び団体（10人以内）

◆申込方法

¡氏名、年齢、住所、電話番号、市長と話し

合いたい内容などを明記のうえ、電話・Ｆ

ＡＸ・Ｅメール・郵送など適宜の方法で事

前に申込んでください。

¡受付は先着順（開催日の３日前締切り）

◆対談時間 午前９時から正午まで。１組１時

間以内

◆出席者 市長／関係職員など

◆その他

¡市長公務の都合などで実施できない場合が

あります。また、内容により、対談によらず

電話対応や文書回答することがあります。

市民の声を市政に生かし相互に信頼関係を

築くため、市民と市長が対話する「サタデー

市長室」を行っています。参加を希望する場

合は、下記により申込んでください。

申込み・問合せ：総務課広報広聴係（内線213）

市民と
市長が対話するサタデー市長室



三
好
園
四
ツ
宮
の
一
般
公
開
を
し

ま
す
。
し
ゅ
ん
工
を
記
念
し
て
介
護

予
防
講
演
会
と
介
護
予
防
劇
も
行
い

ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
23
日
g
・
24

日
a
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
講
演

会
・
劇
は
24
日
a
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
40
分
）
●
場
所
＝
三
好
園
四
ツ

宮
（
本
町
５
丁
目
サ
ン
ク
ロ
ス
隣
）

●
問
合
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

三
好
園
（
1
７
５
６
│
２
１
０
６
）

●
日
時
＝
６
月
23
日
g
・
24
日
a
午

前
９
時
〜
午
後
８
時
30
分
（
24
日
は

午
後
５
時
終
了
）
●
会
場
＝
市
民
体

育
館
●
出
品
内
容
＝
日
本
画
・
洋

画
・
現
代
美
術
・
彫
刻
な
ど
●
入
場

料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
小
林
（
1
７

５
７
│
１
３
７
５
）

安
全
性
、
環
境
へ
の
優
し
さ
な
ど

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
す
ば
ら
し
さ
を
も
っ
と

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
６

月
23
日
g
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
●

会
場
＝
津
南
中
央
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
●
問
合
せ
＝
6
新
潟
県
エ
ル
ピ
ー

ガ
ス
協
会
十
日
町
支
部
（
㈱
村
山
商

会
内
1
７
５
７
│
５
１
０
５
）

●
日
時
＝
①
６
月
17
日
a
②
６
月
21

日
e
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時
●

会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

●
参
加
費
＝
無
料
●
定
員
＝
各
回
12

人
（
申
込
多
数
の
場
合
抽
選
）
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
①
６
月
12
日
c
②

６
月
15
日
f
ま
で
に
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
（
1
７
５
７
│
１
９
８

７
）

●
日
時
＝
毎
週
土
曜
日
（
第
２
土
曜

日
を
除
く
）
午
後
５
時
30
分
〜
７
時

30
分
●
会
場
＝
市
民
体
育
館
●
年
会

費
＝
３
、０
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
湯
沢
（
1
７
５
７
│
９
１
６
６
）

●
日
時
＝
６
月
26
日
c
午
後
７
時
〜

（
受
付
６
時
30
分
）
●
会
場
＝
市
民

体
育
館
●
参
加
費
＝
５
０
０
円
●
講

師
＝
宮
沢
忠
男
さ
ん
（
6
日
本
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認
指
導
者
）
●

持
ち
物
＝
内
履
き
※
運
動
の
で
き
る

服
装
で
参
加
●
問
合
せ
＝
高
橋
（
1

７
５
７
│
２
６
８
６
）

バ
ラ
ン
ス
感
覚
や
リ
ズ
ム
感
に
結

び
つ
く
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
高
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝

６
月
23
日
g
午
前
９
時
50
分
〜
（
受

付
９
時
20
分
〜
）
午
後
４
時
●
会
場

＝
川
西
中
学
校
●
内
容
＝
①
親
子

（
小
学
生
と
親
）で
体
験
②
指
導
者
講

習
会
●
参
加
費
＝
①
親
子
で
５
０
０

円
②
１
、
５
０
０
円
●
申
込
み
・
問

合
せ
＝
６
月
21
日
e
ま
で
に
、
申
込

み
用
紙
を
ネ
ー
ジ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局
（
1
７
５
７
│
１
８
８
９
）

農
業
の
経
営
に
必
要
な
技
術
や
知

識
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。
●
受
講

期
間
＝
19
年
７
月
〜
21
年
２
月
●
会

場
＝
十
日
町
地
域
振
興
局
ほ
か
●
対

象
＝
新
規
就
農
者
及
び
定
年
帰
農
者

な
ど
（
自
家
用
車
で
移
動
で
き
る
人
）

●
参
加
費
＝
無
料
（
移
動
に
か
か
る

経
費
な
ど
は
受
講
生
の
実
費
負
担
）

●
コ
ー
ス
＝
①
水
稲
栽
培
技
術
コ
ー

ス
②
野
菜
栽
培
技
術
コ
ー
ス
※
２
コ

ー
ス
と
も
年
４
回
程
度
で
同
時
受
講

も
可
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
20

日
d
ま
で
に
、
十
日
町
地
域
振
興
局

農
業
振
興
部
へ
電
話
（
1
７
５
７
│

５
２
１
４
）
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
1
７

５
７
│
６
１
１
０
）

初
心
者
大
歓
迎
！
き
も
の
の
街
十

日
町
ら
し
く
染
織
を
趣
味
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
●
定
例
会
＝
毎
月
第
１

金
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
●
会
費
＝
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日
常
の
知
識
・
技
術
と
し
て
、
救

急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
応
急
手
当

の
方
法
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
７
月
14
日
g
〜
16
日

b
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

●
会
場
＝
川
西
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
は

あ
と
ふ
る
川
西
」
●
受
講
資
格
＝
満

15
歳
以
上
で
全
日
程
を
受
講
で
き
る

人
●
受
講
料
＝
３
、
０
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
教
材
費
・
保
険
料
）
●
定
員

＝
先
着
30
人
●
内
容
＝
蘇
生
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
、
包
帯
法
、
止
血
法
な
ど
●
講

師
＝
日
本
赤
十
字
社
救
急
法
指
導
員

●
資
格
交
付
＝
全
日
程
修
了
者
に
修

了
証
。
全
日
程
修
了
者
で
学
科
・
実

技
の
検
定
合
格
者
に
赤
十
字
救
急
員

認
定
証
（
３
年
間
有
効
）
を
交
付
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
６
月
29
日
f
ま

で
に
日
本
赤
十
字
社
十
日
町
市
地
区

（
十
日
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
1
７

５
０
│
５
０
１
０
）

消
防
法
施
行
令
第
３
条
第
１
項
に

基
づ
く
防
火
管
理
者
資
格
講
習
会
を

行
い
ま
す
。
●
期
日
＝
７
月
５
日
e

〜
６
日
f
●
対
象
＝
防
火
管
理
義
務

対
象
物
に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

で
防
火
管
理
者
と
し
て
選
任
さ
れ
る

予
定
の
あ
る
人
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

●
受
講
料
＝
３
、
５
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）
※
指
定
の
払
込
み
用
紙
で

金
融
機
関
へ
振
込
み
●
定
員
＝
先
着

１
０
０
人
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
６

月
29
日
f
ま
で
に
、
申
込
み
書
（
問

合
せ
先
に
配
置
）
に
写
真
１
枚
を
添

え
て
十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

（
1
７
５
７
│
１
５
５
７
）
ま
た
は

各
分
署
所

●
日
時
＝
６
月
30
日
g
午
後
１
時
〜

●
会
場
＝
情
報
館
●
内
容
＝
▼
講
演

会
‥
「
ア
ル
コ
ー
ル
の
か
ら
だ
へ
の

影
響
」
講
師
‥
塚
田
芳
久
十
日
町
病

院
長
・
「
ア
ル
コ
ー
ル
の
こ
こ
ろ
へ

の
影
響
」
講
師
‥
加
藤
佳
彦
新
潟
県

立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
部
長
▼

相
談
会
‥
精
神
科
医
と
精
神
保
健
福

祉
士
に
よ
る
相
談
会
※
要
予
約
●
問

合
せ
＝
十
日
町
地
域
振
興
局
健
康
福

祉
部
（
1
７
５
７
│
２
４
０
０
）

生
後
４
か
月
〜
１
歳
前
後
の
犬
を

飼
っ
て
い
る
家
族
を
対
象
に
し
つ
け

方
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
●
日
時
＝

７
月
４
日
d
・
11
日
d
・
18
日
d
午

後
７
時
〜
８
時
30
分
●
会
場
＝
十
日

町
保
健
所
駐
車
場
●
受
講
料
＝
２
、

０
０
０
円
●
定
員
＝
参
加
多
数
の
場

合
先
着
順
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
十

日
町
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
部
衛
生

環
境
課
（
1
７
５
７
│
２
７
０
７
）

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
学

校
説
明
会
も
あ
り
ま
す
。
●
日
時
＝

６
月
16
日
g
午
前
９
時
20
分
〜
11
時

30
分
※
学
校
説
明
会
は
11
時
30
分
〜

12
時
10
分
●
会
場
＝
小
出
養
護
学
校

ふ
れ
あ
い
の
丘
分
校
（
十
日
町
小
学

校
内
）
●
問
合
せ
＝
小
出
養
護
学
校

ふ
れ
あ
い
の
丘
分
校
（
1
７
５
２
│

７
４
７
１
）

●
日
時
＝
６
月
24
日
a
午
後
１
時
〜

４
時
30
分
（
開
場
12
時
30
分
）
●
会

場
＝
情
報
館
●
入
場
料
＝
無
料
●
内

容
＝
▼
第
１
部
‥
基
調
講
演
「
有
機

農
業
推
進
法
を
実
効
性
あ
る
も
の
に
」

ツ
ル
ネ
ン
・
マ
ル
テ
イ
氏
（
有
機
農

業
推
進
議
員
連
盟
事
務
局
長
）
▼
第

２
部
‥
有
機
農
業
推
進
法
に
つ
い
て

質
疑
・
応
答
▼
第
３
部
‥
Ｅ
Ｍ
（
有

用
微
生
物
群
）
を
利
用
し
た
有
機
農

業
の
実
践
に
つ
い
て
勉
強
会
●
問
合

せ
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
魚
沼
ゆ
う
き
事
務
局

（
1
７
６
８
│
４
０
４
８
）

江
戸
時
代
の
こ
ろ
か
ら
十
日
町
で

生
産
さ
れ
、
高
級
夏
織
物
と
し
て
珍

重
さ
れ
た
越
後
縮
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
●
日
時
＝
〜
７
月
10
日
c
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
※
毎
週
水
曜
日
は

定
休
日
●
会
場
＝
キ
ナ
ー
レ
き
も
の

歴
史
館
●
入
場
料
＝
大
人
３
０
０
円
、

中
学
生
１
０
０
円
、
小
学
生
以
下
無

料
●
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
1
７
５

２
│
０
１
１
７
）

●
日
時
＝
７
月
１
日
a
午
前
９
時
30

分
〜
（
開
場
９
時
）
●
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
●
入
場
料
＝
５
０
０
円
●
問
合

せ
＝
十
日
町
観
光
協
会
（
1
７
５
７

│
３
３
４
５
）

●
日
時
＝
６
月
16
日
g
〜
７
月
１
日

a
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
●
会
場
＝

ク
ロ
ス
10
●
展
示
品
＝
明
石
ち
ぢ
み

衣
装
、
時
代
品
、
十
日
町
小
唄
踊
り

ビ
デ
オ
、
竹
久
夢
二
画
ポ
ス
タ
ー
な

ど
●
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス
10
（
1
７
５

７
│
２
３
２
３
）

第
26
回
十
日
町
小
唄

日
本
一
優
勝
大
会

小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
参
加
者
募
集

エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
ま
つ
り

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

複
合
型
介
護
施
設

三
好
園
四
ツ
宮
内
覧
会

レ
ク
ダ
ン
ス
講
習
会

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

使
い
方
体
感
・
体
験
会

き
も
の
歴
史
館

収
蔵
展
「
越
後
縮
展
」

き
も
の
か
ら
生
ま
れ
た

心
の
小
唄
展

環
境
と
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

ふ
れ
あ
い
の
丘
分
校

学
校
参
観
＆
教
育
相
談

平
成
19
年
度
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会

と
っ
さ
の
手
当
が
生
命
を
救
う

赤
十
字
救
急
法
救
急
員

養
成
講
習
会

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

犬
の
し
つ
け
方
教
室

2009年開催予定の第４回大地の芸

術祭に向けて、総合プロデューサー

を務める福武總一郎氏（㈱ベネッセ

コーポレーション代表取締役会長兼

ＣＥＯ）が、芸術祭開催の意義や芸

術祭への想いを語ります。

●日時＝７月４日d午後１時～３時

（開場12時30分）

●会場＝クロス10

●テーマ＝「大地の芸術祭2009 越

後妻有アートトリエンナーレに寄

せて」

●入場料＝無料

●申込み・問合せ＝６月29日fまで

に観光交流課芸術祭推進室

（1757-2637）

大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会
大地の芸術祭
福武總一郎講演会

問合せ：松之山公民館　1596-2265

《ゲスト》

講　演：吉村秀實（ジャーナリス

ト・ＮＨＫ元解説主幹）

ほか

講　談：神田香織

日　時：６月28日e

午後２時～３時30分

（開場午後１時30分）

会　場：松之山体育館

入場料：無　料

モクベエ伝説 ～杢
もく

坂
ざか

の由来～

第
16
回
十
日
町
市
芸
術
協
会

会
員
展
（
美
術
館
建
設
基
金

チ
ャ
リ
テ
ィ
小
品
展
）

市
民
健
康
講
座

「
ア
ル
コ
ー
ル
に
ご
用
心
」

神田香織

吉村秀實

500年前に村を地すべりから救った男の物語　松之山に古くから伝えられた伝説

が、現代に講談としてよみがえりました。東京での初公演以来、全国で大きな反響を

呼んでいます。この機会にぜひ、ゆかりの地・松之山での公演をお楽しみください。

ニ
ュ
ー
農
業
塾

受
講
生
募
集

絞
り
サ
ー
ク
ル

「
藍
・
遊
・
夢
」
会
員
募
集



２
、０
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

ク
ロ
ス
10（
1
７
５
７
│
２
３
２
３
）

７
月
21
日
g
の
花
火
大
会
の
日
、

夏
の
夜
空
に
あ
な
た
だ
け
の
花
を
咲

か
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
●
種
類
・
価

格
＝
４
号
玉
〜
ス
タ
ー
マ
イ
ン
ま
で
。

７
、
５
０
０
円
〜
●
申
込
み
・
問
合

せ
＝
６
月
20
日
d
ま
で
に
松
代
観
音

祭
花
火
担
当
実
行
委
員
会
（
1
５
９

７
│
２
０
０
６
）

守
門
岳
（
魚
沼
市
）
へ
の
日
帰
り

清
掃
登
山
で
す
。
●
日
時
＝
７
月
１

日
a
午
前
５
時
30
分
市
役
所
出
発
●

参
加
費
＝
大
人
１
、
０
０
０
円
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
お
だ
ま
き
山
の

会
・
宮
沢
（
1
７
５
８
│
２
９
６
５
）

※
６
月
19
日
c
午
後
７
時
30
分
〜
市

民
会
館
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

重
度
身
体
障
が
い
者
の
人
を
対
象

に
ウ
ェ
ブ
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ナ
ー
科
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

自
宅
で
受
講
で
き
ま
す
。
●
受
講
期

間
＝
７
月
３
日
c
〜
12
月
28
日
f
●

対
象
＝
県
内
在
住
で
職
業
能
力
開
発

施
設
へ
の
通
所
が
困
難
な
重
度
身
体

障
が
い
者
の
人
●
授
業
料
＝
無
料
※

教
材
費
な
ど
は
個
人
負
担
●
定
員
＝

５
人
●
問
合
せ
＝
７
月
２
日
b
ま
で

に
県
立
新
潟
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
1

０
２
５
│
２
４
７
│
７
３
９
７
）

20
年
４
月
１
日
採
用
の
職
員
を
募

集
し
ま
す
。
●
受
験
資
格
＝
昭
和
61

年
４
月
２
日
〜
平
成
２
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
●
受
付
期
間
＝
６
月
26

日
c
〜
７
月
３
日
c
（
土
・
日
は
除

く
）
●
試
験
期
日
＝
▼
第
１
次
試
験

（
教
養
試
験
・
適
性
試
験
・
作
文
）‥

９
月
９
日
a
▼
第
２
次
試
験
（
身
体

検
査
ほ
か
）‥
10
月
18
日
e
〜
25
日
e

の
間
の
１
日
●
試
験
会
場
＝
▼
第
１

次
試
験
‥
人
事
院
地
方
事
務
局
が
示

し
た
試
験
地
の
う
ち
希
望
す
る
会
場

▼
第
２
次
試
験
‥
第
１
次
試
験
合
格

通
知
で
指
定
す
る
会
場
●
申
込
み
書

請
求
・
問
合
せ
＝
十
日
町
税
務
署
総

務
課
（
1
７
５
２
│
３
１
８
１
）
●

提
出
＝
第
１
次
試
験
を
管
轄
す
る
人

事
院
地
方
事
務
局

19
年
度
第
２
学
期
（
10
月
入
学
）

の
教
養
学
部
生
、
大
学
院
生
を
募
集

し
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
●
受
付
期
間
＝
６
月
15

日
f
〜
８
月
15
日
d
●
募
集
要
項
申

込
み
・
問
合
せ
＝
放
送
大
学
新
潟
学

習
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５
│
２
２
８

│
２
６
５
１
）

不
用
に
な
っ
た
着
物
や
半
端
布
を

キ
ル
ト
展
で
活
用
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

細
か
く
切
り
取
る
の
で
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
●
受
付
期
間
＝
〜
７
月
31

日
c
（
必
着
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
十
日
町
観
光
協
会
（
1
７
５
７
│

３
３
４
５
）
※
送
付
前
に
問
合
せ
先

ま
で
要
電
話

６
月
23
日
g
〜
29
日
f
は
男
女
共

市報とおかまち『だんだん』平成19年6月10日号19 市報とおかまち『だんだん』平成19年6月10日号 18

同
参
画
週
間
で
す
。
そ
の
取
り
組
み

の
１
つ
と
し
て
、
女
性
の
人
権
問
題

に
焦
点
を
あ
て
た
法
律
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。
●
日
時
＝
６
月
23
日
g

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
新

潟
県
弁
護
士
会
館
（
新
潟
市
新
潟
地

方
裁
判
所
構
内
）
●
対
象
＝
原
則
と

し
て
女
性
（
関
係
者
で
あ
れ
ば
立
場

や
性
別
は
不
問
）
●
相
談
料
＝
無
料

●
相
談
方
法
＝
弁
護
士
に
よ
る
電
話

相
談
※
当
日
の
み
（
1
０
２
５
│
２

２
３
│
８
２
５
２
）
と
会
場
で
の
面

接
相
談
も
可
●
問
合
せ
＝
総
合
政
策

課
（
内
線
２
３
５
）

埋
立
て
ご
み
の
自
己
搬
入
も
エ
コ

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
場
）

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
霧
谷
処
分

場
に
は
一
般
の
人
は
直
接
入
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
間
違
い
の
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
※
十
日

町
・
川
西
・
松
代
地
域
対
象
●
問
合

せ
＝
環
境
衛
生
課
（
1
７
５
２
│
３

９
２
４
）

５
月
15
日
か
ら
「
心
療
内
科
」
を

「
精
神
科
」
に
科
名
変
更
し
て
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。
担
当
医
師
や
診

療
時
間
、
診
療
内
容
な
ど
は
今
ま
で

ど
お
り
で
す
。
●
問
合
せ
＝
県
立
松

代
病
院
（
1
０
２
５
│
５
９
７
│
２

１
０
０
）

農
林
水
産
省
で
は
食
べ
る
・
つ
く

る
・
育
む
〜
五
感
で
体
験
！
始
め
よ

う
日
本
型
食
生
活
〜
を
テ
ー
マ
に
食

育
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
毎
年
６
月

は
「
食
育
月
間
」、
毎
月
19
日
は
「
食

育
の
日
」
で
す
。
少
な
く
と
も
週
１

日
は
家
族
そ
ろ
っ
て
食
卓
を
囲
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
●
問
合
せ

＝
新
潟
農
政
事
務
所
（
1
０
２
５
│

７
９
２
│
８
２
１
１
）

仕
事
探
し
の
悩
み
相
談
、
適
職
探

し
、
履
歴
書
の
書
き
方
、
面
接
の
受

け
方
な
ど
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

34
歳
く
ら
い
ま
で
の
人
で
就
職
や
転

職
に
つ
い
て
の
相
談
を
希
望
す
る
人

は
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約

が
必
要
で
す
が
場
合
に
よ
り
当
日
受

付
も
可
で
す
。
●
開
設
日
時
＝
毎
週

木
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
祝

日
・
年
末
年
始
は
休
み
）
●
会
場
＝

本
町
分
庁
舎
●
申
込
み
＝
産
業
振
興

課
雇
用
開
発
室
（
1
７
５
７
│
３
１

３
９
）
●
問
合
せ
＝
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

な
が
お
か
（
1
０
２
５
８
│
38
│
６

１
８
１
）

来
日
外
国
人
を
雇
用
・
就
労
さ
せ

る
場
合
、
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
や

外
国
人
登
録
証
明
書
な
ど
で
「
在
留

期
間
」
や
「
在
留
資
格
」
を
確
認
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。「
短
期
滞
在
」

な
ど
の
就
労
資
格
の
な
い
来
日
外
国

人
や
不
法
滞
在
の
外
国
人
を
雇
用
・

就
労
さ
せ
た
場
合
、
３
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
３
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
●
問
合
せ
＝

十
日
町
警
察
署
（
1
０
２
５
│
７
５

２
│
０
１
１
０
）

旧
主
要
戦
域
に
お
け
る
慰
霊
巡
拝

事
業
（
厚
生
労
働
省
主
催
）
が
実
施

さ
れ
ま
す
。
●
実
施
戦
域
＝
旧
ソ
連

地
域
、
中
国
東
北
地
区
、
フ
ィ
リ
ピ

ン
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、

ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

硫
黄
島
●
実
施
期
間
＝
19
年
８
月
下

旬
〜
20
年
２
月
下
旬
●
問
合
せ
＝
新

潟
県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室
（
1

０
２
５
│
２
８
０
│
５
１
８
０
）

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

若
者
の
た
め
の
仕
事
相
談

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す

「
不
法
滞
在
」
の
外
国
人
を

雇
用
す
る
と
処
罰
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

無
料
法
律
相
談
会

女
性
の
権
利
１
１
０
番

松
代
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

埋
立
て
ご
み
も

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ

慰
霊
巡
拝
事
業
の
お
知
ら
せ

建築物の安全性を一層確保するため、

建築基準法が改正され、平成19年６月

20日から施行されます。

法改正では建築確認・検査が強化さ

れ、一定規模以上の建築物については

建築確認申請の審査項目が追加される

ため、従来より審査に時間や費用がか

かる場合があります。

詳しい内容については克雪維持課建

築住宅係（内線277）、南魚沼地域振

興局地域整備部建築課（1025-772-

3958）または設計を依頼する建築士

にお尋ねください。

●情報館へ＝渡邊富治（学校町１）山

田陽一（四日町新田２）瀧沢義家（寿

町２）関谷美希子（松代）坂本好子

（千葉県浦安市）

●博物館へ＝藤田幹男（下条下組）

寄付ありがとう寄付ありがとう
5月25日届出分まで（敬称略）

●出展できるもの：十日町市に関係する「だいじんがぁ」なもの・「だいじん

がぁ」の写真や絵・「だいじんがぁ」についての自由研究など

●出展できないもの：十日町市と関係がないもの・違法なもの・展示するとほ

かの人に迷惑がかかるもの

●募集期間：～９月10日bまで　　　

●企 画 展：10月６日g～12月２日a

●出展方法：出展を希望する人はキョロロまで連絡してください。連絡後、キョ

ロロに直接持ってくるか、もしくはキョロロスタッフが受け取りにいきます。

●応募・問合せ：「森の学校」キョロロ　TEL：595-8311 FAX:595-8320

e-mail：kyororo@dolphin.ocn.ne.jp

●ホームページ：http://www.matsunoyama.com./kyororo/

放
送
大
学

10
月
入
学
生
募
集

松
代
観
音
祭

打
上
花
火
募
集

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

平
成
19
年
度
国
家
公
務
員

Ⅲ
種
（
税
務
）
募
集

着
物
・
半
端
布
を

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

▼
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
市
内
に
咲
く

木
や
花
な
ど
の
写
真
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
紹

介
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
美
人
林
や
二
六

公
園
の
ぶ
な
の
新
緑
、
南
雲
原
の
菜
の
花
や

松
代
寺
田
の
白
ふ
じ
の
開
花
状
況
、
松
之
山

の
棚
田
な
ど
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
Ｈ
Ｐ

を
見
て
問
い
合
わ
せ
て
き
た
り
、
訪
れ
た
り

す
る
人
も
結
構
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
５
日

〜
は
当
間
高
原
の
ア
イ
リ
ス
の
花
が
ペ
ー
ジ

に
彩
り
を
添
え
て
い
ま
す
。
今
年
は
春
先
の

低
温
の
た
め
か
例
年
に
無
く
遅
い
開
花
と
の

こ
と
。
Ｈ
Ｐ
で
花
の
咲
き
具
合
を
確
認
し
て
、

目
の
保
養
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
中
越
大
震
災
記
録
集
の
編
集
が
始
ま
り
ま

し
た
。
未
曾
有
の
震
災
を
体
験
し
た
１
人
と

し
て
、
未
来
の
十
日
町
を
担
う
人
た
ち
へ
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
〆
切
は

７
月
31
日
、
ま
だ
ま
だ

間
に
合
い
ま
す
。
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ひ
び
割
れ
た
部
分
や
土

ぼ
こ
り
の
吹
き
溜
ま
り
に
ま
で
、
た
く
ま
し

く
根
を
張
り
生
い
茂
る
草
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

を
突
き
破
り
、
葦
が
柔
ら
か
い
芽
を
出
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
人
が
指
で
開
け

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
雑
草
と
呼

ぶ
の
も
人
間
の
都
合
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
名
前

が
あ
る
植
物
で
す
。
誰
が
肥
料
や
水
を
や
る

で
も
な
く
自
分
の
力
で
育
っ
て
い
ま
す
。
可

憐
な
花
を
付
け
る
花
卉
は
、
人
の
心
を
い
や

し
愛
で
ら
れ
ま
す
が
、
手
入
れ
を
怠
る
と
た

ち
ま
ち
に
弱
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ど
根
性
ダ

イ
コ
ン
や
ど
根
性
ス
イ
カ
な
ど
、
よ
く
話
題

に
な
り
ま
す
が
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
突
き
破
る

葦
に
も
力
強
さ
を
感
じ
、
何
か
勇
気
付
け
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
こ
と
を
思

っ
て
い
る
と
、
道
普
請
で

草
刈
機
の
カ
ッ
タ
ー
を

当
て
る
の
も
た
め
ら
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

（優）（鈴）

十日町市の「だいじんがぁ」って何だと思いますか？

「だいじんがぁ」とは十日町地域の方言で「大事なもの」という意味です。

キョロロでは、十日町市の魅力がいっぱいつまった「だいじんがぁ」をみなさ

んといっしょに集め、世界に向けて自慢する企画展を開催します。ぜひ、みな

さんの自慢の「だいじんがぁ」をキョロロに持ってきてください。想像もつか

ない、型にはまらない「だいじんがぁ」も大歓迎です。

お
だ
ま
き
山
の
会

清
掃
登
山

６月15日fから、大雨による土砂災害の危険度が

高まったときに「土砂災害警戒警報」が発表されま

す。これは、①住民の自主避難の判断②市の避難勧

告など災害応急対策の支援を目的として提供される

ものです。テレビやラジオでも放送されますので、

避難などの参考にしてください。

●問合せ：防災安全課防災安全係

1757－3197（内線286）

土砂災害警戒情報が発表されます
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■
編
集
/総
務
課
広
報
広
聴
係

ゆ
め
の
く
に

白いお城にはピンクのうさぎが住んでいて、犬やくまなど仲良しの友だちとお花畑を散歩してるよ。紙を重ねて切ったんだけど、どれが同じだか分かる？

田村友唯さん（１年）

き
か
ん
車
の
町

ぼくのまちにも
、きかん車が走

るとい

いなぁ。きかん
車に乗って海や

空へ旅行

するんだ。レー
ルがジェットコ

ースター

みたいならスリ
ルがあって楽し

いよ。

小林春人さん（
２年）

み
ん
な
の
こ
う
げ
き

怖いサメが、町をこわしにやってきま
した。仲良しの海の生き物たちが力を合
わせて町を守っています。上越市の水族
館に行って、そんな光景を想像しました。

涌井翔太さん（３年）

市民の動き

上
野
小
学
校

24

桜まんかい

今
年
の
４
月
は
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
雪
も
な
く
桜
が
満
開
の
な
か
で
遊

べ
ま
し
た
。
風
に
舞
う
花
び
ら
は
と
て

も
き
れ
い
で
す
。
み
ん
な
と
て
も
楽
し

そ
う
だ
っ
た
の
で
絵
に
し
ま
し
た
。

澤
口
莉
子
さ
ん
（
４
年
）

力いっぱい大根
抜き

去
年
、
学
校
の
畑
で
ダ
イ
コ
ン
を
作

り
ま
し
た
。
大
き
く
な
っ
た
ダ
イ
コ
ン

を
一
人
で
引
き
抜
く
の
は
大
変
で
し

た
。
と
っ
た
ダ
イ
コ
ン
は
、
少
し
辛
か

っ
た
け
ど
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

中
嶋
　
凌
さ
ん
（
５
年
）

地球の思い

道
路
な
ど
に
ご
み
が
落
ち
て
い
る
と

い
や
な
思
い
が
し
ま
す
。
み
ん
な
が
協

力
し
て
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
で
地
球
を

守
れ
る
と
思
い
ま
す
。
心
と
心
を
結
ん

で
、
住
み
よ
い
地
球
に
ね
！

押
木
　
瑠
花
さ
ん
（
６
年
）

■人　口 62,295人（－52） 男 30,506人（－37） 女 31,789人（－15）
■世帯数 19,919世帯（－4） 5月末現在（ ）は前月からの増減

はる と

ゆ い

しょう た

る

か

り

こ

り
ょ
う

携帯サイト
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